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(結果) 古代以降明治末年までの日本の養生論は、刊行時期から「古代・中世期養生論J I近世前・中期養生論J I近
世後期養生論J I近代期(明治期)養生論」の 4 種に分類できる。その思想、および内容の主たる特質は以下のようにま
とめられる。


































から「古代・中世期養生論J I近世前・中期養生論J I近世後期養生論J I近代期(明治期)養生論」に分類し、その記
載内容を系統的かつ論理的に分析し、思想的特徴を明らかにする方法をとっている。その結果、内容の主要項目は総
論的内容から文化・教養、家政・利財までの22項目に分類できること、またその内容が古代・中世から近世後期 (19世
紀前期)にかけて、多様化し、その実践規範も寛容化していることを示している。さらに、明治以降の近代期養生論
では、個人の健康の形成と維持を目的としつつ、儒教的養生観と古典社会進化論にもとづいた養生思想、に変化してい
ることを明らかにしている。この結果から養生思想は、古代から近代にかけて医療行為から区分される、健康形成を
目的としたセルフケア論として位置づけられるとともに、生活形成論・人間形成論としての側面を有することを明ら
かにした。
以上の知見は、日本における養生思想の展開を歴史的観点、から明らかにするとともに、これまでの保健医療におい
て通念とされてきた受動的ケアに対し、自らが必要なケアの本質を学びつつ自己形成的・創造的にケアを構成してい
く新しいケア理論を構築する際に有益といえる。また、近年の公衆衛生学の領域において議論されている社会・文化
の形成と健康増進とを統合的にとらえる総合的文化としての「健康文化J の理論的基礎となりうることを示したもの
であり、学位の授与に値するものと考えられる。
